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１ 

こ
の
小
論
で
は
、
以
上
の
論
考
を
承
け
て
さ
ら
に
考
察
の
幅
を
広
げ
、
西
田
哲
学
に
お
け
る
「
場
所
」
と
「
環
境
」
と
の
関
係
に
重

点
的
に
照
明
を
当
て
、
そ
の
構
造
の
解
明
を
試
み
る
。

そ
こ
で
、
順
序
と
し
て
、
ま
ず
西
田
哲
学
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
場
所
」
と
「
環
境
」
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
根
本
的
な
意
味
の
違
い

お
よ
び
両
者
の
関
係
を
、
全
体
的
な
把
握
に
も
と
づ
い
て
仮
説
と
し
て
述
べ
、
つ
ぎ
に
そ
れ
を
諸
著
作
に
戻
っ
て
検
証
し
、
さ
ら
に
そ

一
般
的
な
「
場
所
」
と
「
環
境
」
の
関
係
構
造
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
枠
組
み
の
中
で
論
じ
、
そ
こ
で
は
、
関

係
の
相
互
性
と
し
て
の
「
場
所
」
を
成
立
さ
せ
る
機
能
こ
そ
〈
自
己
言
及
性
〉
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
場
所
」
が
基
礎
づ

け
ら
れ
、
そ
の
「
場
所
」
は
や
が
て
「
環
境
」
と
い
う
具
体
的
な
相
を
と
る
と
考
え
る
、
と
書
い
た
。
つ
い
で
こ
の
考
え
を
敷
術
し
て
、

こ
の
構
造
は
西
田
哲
学
に
お
け
る
「
場
所
」
と
「
環
境
」
と
の
関
係
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
と
し
、
西
田
哲
学
の
〈
自
己
言
及
性
〉
構

造
を
論
ず
る
な
か
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
考
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
と
に
西
田
幾
多
郎
の
二
つ
の
論
文
、
〈
種
の
生
成
発
展
の
問

題
〉
（
一
九
三
七
年
）
と
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
〉
（
一
九
三
九
年
）
に
お
い
て
、
「
場
所
」
は
「
環
境
」
概
念
に
変
成
発
展
し
て
論
じ

＊
 

ら
れ
る
、
と
書
き
、
そ
の
関
係
の
大
枠
を
吟
味
し
た
。

＊
前
者
は
、
〈
〈
自
己
言
及
性
〉
試
論
〉
（
「
法
政
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
九
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
）
、
後
者
は
〈
西
田
哲
学
に
お
け
る
〈
目
言

及
性
〉
の
構
造
〉
（
同
上
、
第
一
二
○
号
、
二
○
○
二
年
二
月
）
。
な
お
両
論
文
と
も
、
文
献
（
１
）
に
収
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
章
、
第
一
一
一

章
を
構
成
し
て
い
る
。

西
田
哲
学
に
お
け
る
「
場
所
」
と
「
環
境
」
の
関
係
構
造

棡
造
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
枠
組
み
の
中
で
論
じ
、
そ
こ
で
は
、
関

せ
る
機
能
こ
そ
〈
自
己
言
及
性
〉
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
場
所
」
が
基
礎
づ

一
と
い
う
具
体
的
な
相
を
と
る
と
考
え
る
、
と
書
い
た
。
つ
い
で
こ
の
考
え
を
敷
術
し
て
、

と
「
環
境
」
と
の
関
係
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
と
し
、
西
田
哲
学
の
〈
自
己
言
及
性
〉
構

勺
察
し
た
。
そ
こ
で
は
、
こ
と
に
西
田
幾
多
郎
の
二
つ
の
論
文
、
〈
種
の
生
成
発
展
の
問

同
一
〉
（
一
九
三
九
年
）
に
お
い
て
、
「
場
所
」
は
「
環
境
」
概
念
に
変
成
発
展
し
て
論
じ

＊
 

味
し
た
。

政
大
学
教
養
部
紀
要
」
第
九
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
）
、
後
者
は
〈
西
田
哲
学
に
お
け
る
〈
自
言

二
○
○
二
年
二
月
）
。
な
お
両
論
文
と
も
、
文
献
（
１
）
に
収
録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
章
、
第
一
一
一

竹
内

刀
口

ｎ
回
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２ 
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
た
仮
説
は
一
般
に
ど
う
解
釈
さ
れ
る
か
を
結
論
と
し
て
吟
味
す
る
と
い
う
方
法
を
採
る
。

西
田
が
「
場
所
」
と
「
環
境
」
を
論
じ
て
い
る
個
所
を
、
そ
の
問
題
を
主
に
あ
つ
か
う
諸
著
作
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
そ
の
関
係

は
お
お
む
ね
つ
ぎ
の
よ
う
に
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
「
場
所
」
は
、
「
場
所
の
論
理
」
と
し
て
論
理
的
に
解
さ
れ
、
人
間
の
知
が
成
立
す
る
究
極
の
場
と
し
て
の
抽
象
相
、
す

な
わ
ち
論
理
的
概
念
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
「
場
所
」
は
「
述
語
的
一
般
者
」
の
こ
と
と
規
定
さ
れ
る
（
。
般
者
の
自
覚
的
体
系
」
一

中

九
一
二
○
年
、
全
集
５
、
九
八
頁
）
が
、
究
極
の
述
語
は
、
「
述
語
と
な
っ
て
主
語
と
な
ら
な
い
述
語
面
」
（
超
越
的
述
語
面
）
で
あ
り
、
｝
」

の
あ
ら
ゆ
る
述
語
の
述
語
は
「
無
の
場
所
」
と
規
定
さ
れ
る
〈
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
」
一
九
二
七
年
、
全
集
４
、
一
一
一
四
二
頁
以
下
）
。

「
無
の
場
所
」
は
、
し
た
が
っ
て
他
の
場
所
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
言
い
か
え
れ
ば
他
の
述
語
に
よ
っ
て
述

語
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
、
究
極
の
場
所
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
無
の
場
所
」
は
古
典
論
理
の
包
摂
関
係
か
ら
導
か
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
純
粋
な
論
理
的
な
概
念
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
実
体
的
な
意
味
を
も
た
な
い
。

＊
西
田
の
著
作
は
、
岩
波
習
店
版
全
集
（
全
一
九
巻
、
第
四
刷
、
一
九
八
七
～
一
九
八
九
年
）
を
用
い
た
。
引
剛
す
る
場
合
は
、
仮
名
過
い
・

表
記
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
灘
字
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
環
境
」
は
、
「
場
所
」
が
変
成
発
展
し
た
概
念
で
、
人
間
が
存
立
す
る
場
の
具
体
相
と
解
さ
れ
る
。
「
述
語
的
一

般
者
」
と
し
て
の
論
理
的
・
形
式
的
な
「
場
所
」
概
念
が
「
自
己
形
成
」
が
成
立
す
る
場
と
し
て
機
能
し
た
と
き
に
、
「
場
所
」
は
実

体
化
し
て
「
環
境
」
に
変
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
場
所
」
が
人
間
の
知
が
成
立
す
る
「
無
の
場
所
」
な
ら
、
「
環
境
」
は
、
人
間
が

＊
 

存
立
す
る
い
わ
ば
「
有
の
場
所
」
と
い
う
｝
」
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
い
う
「
環
境
」
概
念
は
、
必
ず
し
も
一
九
七
○
年
代

に
成
立
し
た
環
境
倫
理
学
な
い
し
環
境
哲
学
、
あ
る
い
は
い
ま
広
く
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
で
い
う
「
環
境
」
と
そ
の

ま
ま
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
も
し
そ
う
考
え
た
ら
短
絡
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
両
者
は
ま
っ
た
く
の
別
概
念
で
は
な

く
て
、
こ
の
生
態
系
と
い
う
意
味
で
の
「
環
境
」
は
、
前
者
の
概
念
が
さ
ら
に
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と

考
え
る
。
す
な
わ
ち
「
環
境
」
と
い
う
場
合
、
現
代
の
環
境
問
題
の
文
脈
に
お
い
て
は
そ
の
特
殊
相
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、

中
中

西
田
の
「
環
境
」
概
念
は
そ
の
普
遍
相
と
解
す
一
」
と
が
で
き
る
。
一
」
こ
で
は
そ
の
脈
絡
で
考
察
す
る
。
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。
般
の
中
に
特
殊
を
含
む
具
体
的
一
般
者
と
い
ふ
の
は
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
自
覚
の
鏡
に
外
な
ら
な
い
。
無
内
容
と
考
へ

３
 

＊
 

著
作
に
即
し
て
吟
味
Ｉ
．
）
て
み
よ
う
。

＊
主
と
し
て
、
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
」
（
一
九
二
七
年
、
全
集
４
）
の
「
後
編
」
、
「
一
般
者
の
自
覚
的
体
系
」
（
一
九
三
○
年
、
全
集
５
）
、

「
無
の
自
覚
的
限
定
」
（
一
九
三
二
年
、
全
集
６
）
、
「
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）
」
（
一
九
一
二
三
年
、
全
集
７
〉
に
よ
る
。

「
場
所
」
と
関
連
し
て
「
鏡
」
が
頻
繁
に
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
「
場
所
」
を
説
明
す
る
た
め
の
比
嶮
と
目
さ
れ
る
。
ま
ず
「
自
覚

の
鏡
」
に
よ
っ
て
「
場
所
」
が
暗
示
さ
れ
る
。

で
は
、
以
上
で
述
べ
た
仮
説
は
ど
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
る
か
、
ま
ず
「
場
所
」
概
念
の
意
味
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
主
に
論
じ
ら
れ
る

＊
こ
の
「
綴
の
鯛
所
」
と
「
櫛
の
鯛
所
」
と
の
脚
係
に
つ
い
て
は
．
と
り
あ
え
ず
、
文
献
（
２
）
の
解
鋭
を
脳
り
て
お
こ
う
．
Ｉ
「
蝋
所
と
い

う
と
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
ど
う
し
て
も
限
ら
れ
た
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
限
ら
れ

た
場
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
言
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
場
所
が
そ
こ
に
〈
於
て
あ
る
〉
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
す
。
そ
れ
は
、
〈
限
ら
れ
た
場
所
〉
の
場
所
で
す
か
ら
、
最
終
的
に
は
無
限
の
開
け
〈
鳥
目
目
昌
呂
の
Ｃ
芹
二
三
の
一
『
）
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
。
〈
限
ら
れ
た
〉
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
そ
の
限
ら
れ
た
も
の
の
外
に
あ
っ
て
、
そ
の
外
か
ら
、
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
限
ら
れ
た
場
所
が
あ
る
場
合
、
最
終
的
に
場
所
を
越
え
包
む
無
限
な
開
け
の
う
ち
に
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
・
場
所

に
於
て
あ
る
と
き
最
終
的
に
は
い
つ
も
同
時
に
無
限
の
開
け
の
う
ち
に
あ
る
、
場
所
に
於
て
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
時
に
無
限
の
開
け
に
於
て

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
先
回
り
し
て
西
田
の
術
語
で
単
純
化
し
て
言
い
ま
す
と
〈
有
の
場
所
〉
と
、
〈
有
の
場
所
〉
が
於
て
あ
る
く
絶
対
無
の

場
所
〉
と
い
う
こ
と
で
す
」
〈
一
一
二
三
頁
以
下
。
傍
点
は
原
文
）
。

西
田
に
お
け
る
「
場
所
」
の
三
位
相
、
す
な
わ
ち
「
有
の
場
所
」
「
対
立
的
無
の
場
所
」
「
絶
対
的
無
の
場
所
」
に
つ
い
て
は
、
次
節
の
最
終

部
で
改
め
て
検
討
す
る
。

＊
＊
西
田
は
、
こ
と
に
〈
私
と
世
界
〉
（
「
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）
」
一
九
一
一
一
三
年
、
全
集
７
、
一
二
五
頁
以
下
）
で
、
「
瑚
境
」
概
念

の
特
殊
相
を
「
生
物
的
環
境
」
と
し
、
そ
こ
に
「
於
て
あ
る
」
も
の
を
「
生
命
」
、
よ
り
具
体
的
に
は
「
生
物
的
個
体
」
と
し
て
、
そ
の
相
互
依

存
関
係
を
か
な
り
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
３
節
で
改
め
て
吟
味
す
る
。

２ 
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４ 

こ
の
一
一
一
つ
の
引
用
と
も
、
一
般
的
な
「
場
所
」
の
意
味
を
「
鏡
」
に
よ
っ
て
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
が
、
と
く
に
第
三
の
引
用
で
、

「
無
な
る
場
所
」
と
い
う
西
田
哲
学
に
独
自
の
術
語
が
登
場
す
る
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
こ
の
「
無
の
場
所
」
に
目
を
転
じ
て
検
討
し
て
み

「
此
の
如
き
自
己
自
身
を
照
ら
す
鏡
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
、
単
に
知
識
成
立
の
場
所
た
る
の
み
な
ら
ず
、
感
情
も
意
志
も
之
に

於
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
」
（
〈
場
所
〉
一
九
二
六
年
、
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
」
一
九
二
七
年
、
全
集
４
、
二
二
一
一
頁
）

「
而
し
て
対
象
が
意
識
を
超
越
す
る
と
考
へ
る
だ
け
な
ら
ば
、
単
に
特
殊
な
る
も
の
が
一
般
な
る
も
の
に
於
て
あ
る
と
云
ふ
の
外

な
い
が
、
更
に
こ
の
場
所
の
意
味
を
深
く
し
て
、
所
謂
意
識
も
之
に
於
て
あ
る
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
真
の
場
所
は
自
己
の
中
に
自
己

の
影
を
映
す
も
の
、
自
己
自
身
を
照
ら
す
鏡
と
い
ふ
如
き
も
の
と
な
る
」
（
同
上
、
二
二
六
頁
）

「
私
の
場
所
と
い
ふ
の
は
、
単
に
所
謂
一
般
概
念
と
い
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、
特
殊
が
於
て
あ
る
場
所
で
あ
る
、
対
象
を

内
に
映
し
て
居
る
鏡
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
か
く
云
へ
ば
、
鏡
と
対
象
と
が
別
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
一
般
が
特

殊
を
自
己
自
身
の
限
定
と
し
て
、
之
を
自
己
の
内
に
成
立
せ
し
め
る
と
共
に
、
特
殊
に
対
し
て
は
何
処
ま
で
も
一
般
其
者
と
し
て
特

殊
と
は
な
ら
な
い
、
単
に
特
殊
が
之
に
於
て
あ
る
無
な
る
場
所
と
考
へ
ら
れ
た
時
、
自
己
の
中
に
自
己
を
映
す
鏡
と
な
る
の
で
あ
る
、

我
々
が
普
通
に
用
ゐ
る
映
す
と
云
ふ
語
の
根
抵
に
も
か
堅
る
考
が
含
ま
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
〈
左
右
田
博
士
に
答
ふ
〉
一
九

二
七
年
、
同
上
、
三
二
○
頁
）

ら
れ
る
自
己
同
一
の
判
断
は
か
貴
る
鏡
面
其
者
を
示
す
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
略
〕
併
し
映
す
も
の
と
映
さ
れ
る
も
の

と
が
一
と
な
ら
な
い
限
り
、
主
客
相
対
立
し
映
さ
れ
る
も
の
の
背
後
に
、
超
越
的
な
る
本
体
を
見
る
と
共
に
、
映
す
鏡
面
の
方
に
於

て
は
抽
象
的
概
念
の
影
を
見
る
の
で
あ
る
」
（
〈
働
く
も
の
〉
一
九
一
一
五
年
、
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
」
一
九
二
七
年
、
全
集
４
、
一
一
○

六
頁
）

こ
の
「
鏡
」
が
「
場
所
」
の
具
体
的
な
表
現
、
あ
る
い
は
そ
の
比
噛
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
引
用
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

Hosei University Repository



５ 
よ
》
う
。

所
」
で
自
「

知
ら
れ
る
。

＊
へ
剛
刊

こ
の
三
つ
の
引
用
の
う
ち
、
第
一
引
用
は
、
「
場
所
」
は
包
摂
論
理
（
集
合
論
理
）
、
す
な
わ
ち
述
語
的
論
理
の
述
語
に
当
た
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
述
語
面
が
無
限
大
に
な
っ
た
と
き
「
真
の
無
の
場
所
」
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

第
二
引
用
で
は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
い
論
述
に
な
っ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
こ
の
「
真
の
無
の
場
所
」
に
お
い
て
主
客
合
一
者
、

す
な
わ
ち
自
己
自
身
を
見
る
も
の
、
言
い
か
え
れ
ば
意
志
が
成
立
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
意
志
が
「
真
の
無
の
場

中

所
一
で
自
己
自
身
を
見
る
と
｝
」
ろ
で
あ
る
な
ら
、
「
場
所
」
の
成
立
に
は
〈
自
己
言
及
性
〉
の
構
造
が
関
わ
っ
て
い
る
｝
」
と
が
改
め
て

「
述
語
面
が
無
限
大
と
な
る
と
共
に
場
所
其
者
が
真
の
無
と
な
り
、
之
に
於
て
あ
る
も
の
は
単
に
自
己
向
身
を
直
観
す
る
も
の
と

な
る
。
一
般
的
述
語
が
そ
の
極
限
に
達
す
る
こ
と
は
特
殊
的
主
語
が
そ
の
極
限
に
達
す
る
こ
と
で
あ
り
、
主
語
が
主
語
自
身
と
な
る

こ
と
で
あ
る
」
（
〈
場
所
〉
｜
几
．
、
六
年
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
」
．
几
二
七
年
、
全
集
４
、
二
八
八
頁
）

「
真
の
無
の
場
所
に
於
て
あ
る
主
客
合
一
者
、
即
ち
、
己
自
身
を
見
る
も
の
が
、
カ
ン
ト
の
意
識
一
般
の
対
象
界
と
い
ふ
如
き
も

の
に
映
さ
れ
た
の
が
意
志
で
あ
る
。
故
に
知
的
自
覚
の
底
に
は
意
志
的
自
覚
が
見
ら
れ
意
志
的
自
覚
の
奥
に
は
自
己
自
身
を
み
る
も

の
が
あ
る
。
論
理
的
に
云
へ
ば
、
全
然
意
識
一
般
の
立
場
を
越
え
た
も
の
、
即
ち
自
己
自
身
を
見
る
も
の
が
、
意
識
一
般
の
立
場
に

於
て
述
語
を
有
つ
時
、
意
志
と
い
ふ
如
き
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
〈
左
石
田
博
士
に
答
ふ
〉
一
九
二
七
年
、
同
上
、
三
一
」
ハ
ー

え
．
七
頁
）

「
か
量
る
場
所
に
於
て
あ
る
も
の
が
真
に
自
覚
的
な
る
も
の
で
あ
る
、
自
己
自
身
を
見
る
も
の
で
あ
る
。
か
因
る
無
の
場
所
と
い

ふ
も
の
が
、
何
等
か
の
意
味
に
て
一
般
概
念
的
に
限
定
せ
ら
れ
る
限
り
、
一
種
の
意
識
面
が
限
定
せ
ら
れ
、
之
に
於
て
概
念
的
知
識

の
世
界
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
三
一
八
頁
）

〈
向
己
両
及
性
〉
が
「
鱸
の
珊
所
」
の
蹴
蝋
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
引
く
文
箭
に
帆
確
に
示
さ
れ
て
い
る
．
ｌ
「
私
は
い
つ
も
承
ふ
如
く
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６ 
自
覚
と
い
ふ
の
は
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
者
へ
ら
れ
、
而
も
自
己
が
見
ら
れ
な
い
所
に
即
ち
自
己
が
無
と
な
っ
た
所
に
真
の
自
己
を
見
る

と
者
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
対
象
的
に
見
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
自
己
で
な
い
、
極
限
と
し
て
見
ら
れ
る
と
云
っ
て
も
、
そ
れ
は
既
に
真
の

自
己
で
は
な
い
。
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
の
は
何
処
ま
で
も
対
象
的
な
る
も
の
を
包
む
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
場
所

が
無
と
な
っ
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
（
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
’
九
一
一
一
二
年
、
全
集
６
、
八
九
頁
）
。
こ
こ
で
い
う
「
自
己

に
於
て
自
己
を
見
る
」
と
は
す
な
わ
ち
〈
自
己
言
及
性
〉
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
場
所
が
無
と
な
っ
て
行
く
」
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
が
明

言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
覚
を
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
こ
と
」
だ
と
い
い
、
そ
こ
に
お
い
て
「
自
己
が
」
が
「
自
己
に
於
て
」

と
い
う
事
態
が
成
立
し
、
そ
れ
が
「
場
所
」
そ
の
も
の
と
な
る
（
「
一
般
者
の
自
覚
的
体
系
」
一
九
三
○
年
、
全
集
５
、
四
二
七
頁
〉
、
と
も
い

っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
こ
と
」
は
ま
さ
に
〈
自
己
言
及
性
〉
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
別
の
著

作
で
も
、
「
自
覚
と
い
ふ
の
は
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
と
者
へ
る
な
ら
ば
、
か
興
る
意
味
に
於
て
自
覚
の
場

所
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
社
会
と
い
ふ
如
き
意
味
を
有
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
’
九
三
二
年
、
全
集
６
、

二
八
九
頁
）
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
明
瞭
に
「
賜
所
」
を
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
と
い
う
〈
自
己
言
及
性
〉
の
視
点
で

説
い
て
い
る
。
（
文
献
（
１
）
、
「
第
三
章
西
田
哲
学
に
お
け
る
〈
自
己
高
及
性
〉
の
構
造
」
参
照
。
）

第
三
の
引
用
で
は
、
〈
自
己
言
及
性
〉
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
「
無
の
場
所
」
は
、
「
概
念
的
知
識
の
世
界
」
す
な
わ
ち
人
間
の
知
の
根

本
的
な
側
面
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

以
上
で
も
の
を
映
す
「
鏡
」
に
た
と
え
ら
れ
た
「
場
所
」
が
、
述
語
面
が
無
限
大
に
な
っ
た
と
き
「
真
の
無
の
場
所
」
と
な
る
と

い
う
論
述
の
過
程
を
み
て
き
た
が
、
で
は
そ
の
「
無
の
場
所
」
と
は
い
か
な
る
属
性
を
も
つ
の
か
、
続
い
て
そ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

全
集
４
、
二
一
○
頁
）

「
我
々
が
物
事
を
考
へ
る
時
、
之
を
映
す
如
き
場
所
と
い
ふ
如
き
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
意
識
の
野
と
い
ふ
の
を
そ
れ

と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
物
か
を
意
識
す
る
に
は
、
意
識
の
野
に
映
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
映
さ
れ
た
意
識
現
象
と
映
す
意

識
の
野
と
は
区
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
意
識
現
象
の
迎
続
其
者
の
外
に
、
意
識
の
野
と
い
ふ
如
き
も
の
は
な
い
と
も
云
ひ
得

る
で
あ
ら
う
。
併
し
時
々
刻
々
仁
移
り
行
く
意
識
現
象
に
対
し
て
、
映
ら
ざ
る
意
識
の
野
と
い
ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
に

よ
っ
て
意
識
現
象
が
互
仁
相
関
係
し
相
連
結
す
る
の
で
あ
る
」
（
〈
場
所
〉
一
九
二
六
年
、
「
働
く
も
の
か
ら
見
る
も
の
へ
」
一
九
二
七
年
、

「
作
用
と
い
ふ
の
は
、
映
さ
れ
た
対
象
と
映
す
場
所
と
の
間
に
於
て
現
れ
来
る
関
係
と
思
ふ
。
単
に
映
さ
れ
た
る
も
の
の
み
が
考
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７ 

第
三
の
引
用
で
は
、
包
摂
関
係
、
す
な
わ
ち
述
語
的
論
理
と
し
て
の
主
語
と
述
語
の
関
係
が
極
ま
っ
た
と
き
に
「
真
の
無
の
場
所
」

に
い
た
り
、
そ
こ
に
「
自
己
自
身
を
見
る
直
観
」
が
成
立
す
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
「
意
識
の
野
」
は
同
時
に
「
自
己
自
身
を
見
る

直
観
」
で
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
「
無
の
場
所
」
は
「
意
識
の
野
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
で
は
そ
の
「
意
識
の
野
」
は
ど
の
よ
う

な
機
能
を
も
つ
の
か
。
つ
ぎ
に
そ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
」
は
た
ら
き
と
み
て
、

あ
る
。

第
一
の
引
用
で
は
、
人
が
も
の
を
考
え
る
と
い
う
の
は
も
の
を
映
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
そ
れ
を
映
す
場
所
を
必
要
と
し
、
そ

の
場
所
を
「
意
識
の
野
」
と
規
定
す
る
。
も
の
を
「
場
所
」
と
し
て
の
「
意
識
の
野
」
に
映
し
て
そ
の
認
識
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で

＊
 

第
二
の
引
用
で
は
、
Ｊ
」
）
の
を
映
す
場
所
を
「
鏡
」
に
た
と
え
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
意
識
一
般
の
野
」

＊
こ
こ
は
最
初
に
検
討
し
た
「
場
所
」
を
「
鏡
」
に
醤
え
る
個
所
の
引
用
群
と
も
重
な
る
が
、
「
意
識
の
野
」

り
上
げ
た
。

へ
ら
れ
た
時
、
そ
れ
は
何
等
の
働
き
な
き
単
な
る
対
象
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
か
量
る
対
象
の
背
後
に
も
、
之
を
映
す
鏡
が
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
、
対
象
の
存
立
す
る
場
所
と
い
ふ
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
、
此
場
所
が
単
に
映
す
鏡
で
あ
っ
て
、
唯
対
象
が
之

に
於
て
あ
る
と
い
ふ
の
み
な
ら
ば
、
働
く
対
象
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
然
己
を
空
し
う
し
て
、
す
べ
て
の
も
の
を
映
す
意
識

一
般
の
野
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
仁
於
て
、
す
べ
て
が
単
な
る
認
識
作
用
と
し
て
全
然
作
用
を
超
越
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
も
之

に
よ
る
の
で
あ
る
」
〈
同
化
、
一
一
一
一
二
頁
以
下
）

「
此
故
に
意
志
は
い
つ
も
自
己
の
中
に
知
的
自
己
同
一
を
抱
く
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
主
語
の
方
向
に
於
て
無
限
に
達
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
本
体
が
見
ら
れ
る
如
く
、
述
語
の
方
向
に
於
て
無
限
に
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
志
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
そ
の
極
、
主
語
と
述
語
と
の
対
立
を
も
超
越
し
て
真
の
無
の
場
所
に
到
る
時
、
そ
れ
が
自
己
自
身
を
見
る
直
観
と
な
る
」
（
同

上
、
一
一
八
四
頁
）

と
説
い
て
い
る
。

の
共
通
項
を
優
先
し
て
こ
こ
で
取
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８
そ
の
個
所
を
引
用
す
る
。

西
田
の
著
作
に
は
頻
繁
に
「
ノ
エ
シ
ス
」
と
「
ノ
エ
マ
」
と
い
う
対
立
語
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
皀
○
の
②
一
切
二
○
の
日
回

に
由
来
し
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
で
は
独
自
な
概
念
と
し
て
使
わ
れ
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
意
識
は
つ
ね
に
何
も
の
か
に
つ

い
て
の
意
識
で
あ
る
と
い
う
志
向
性
を
も
ち
、
そ
れ
に
は
作
用
的
な
面
と
対
泉
的
な
面
が
あ
り
、
前
者
は
ノ
エ
シ
ス
（
Ｚ
。
＄
厨
）
、
後

者
は
ノ
エ
マ
（
ｚ
：
日
四
）
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
‐
両
概
念
は
、
す
べ
て
の
ノ
エ
シ
ス
は
必
ず
そ
の
相
関
者
と
し
て
そ
れ
ぞ

（
Ｊ
｝
 

れ
の
ノ
エ
マ
を
持
つ
と
い
う
志
向
的
体
験
に
見
ら
れ
る
平
行
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

ノ
エ
シ
ス
あ
る
い
は
ノ
エ
シ
ス
的
契
機
は
意
識
の
機
能
的
、
作
用
的
側
面
を
意
味
し
、
ノ
エ
マ
あ
る
い
は
ノ
エ
マ
的
契
機
は
、
意
識
の

作
用
の
内
面
に
お
け
る
対
象
的
側
面
、
客
観
的
側
面
を
指
す
。

西
田
は
こ
の
現
象
学
に
由
来
す
る
「
ノ
エ
シ
ス
」
と
「
ノ
エ
マ
」
と
い
う
術
語
を
導
入
し
て
、
独
自
の
「
場
所
」
論
を
展
開
す
る
。

「
ノ
エ
シ
ス
が
直
に
ノ
エ
シ
ス
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
方
向
に
於
て
、
我
々
は
自
己
自
身
を
見
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
、
喜

ぶ
自
己
よ
り
も
悲
む
自
己
は
犬
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
か
興
る
方
向
の
極
限
に
於
て
、
我
々
は
意
識
的
自
己
其
者
を
見
る

と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
、
即
ち
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
し
、
ノ
エ
シ
ス
が
直
に
ノ
エ
マ
に
な
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
」
（
ヨ

般
者
の
自
比
的
体
系
」
一
九
三
Ｑ
年
、
全
集
５
、
、
二
一
Ｃ
頁
）

「
単
な
る
主
客
合
一
が
自
蝿
で
は
な
い
。
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
考
へ
ら
れ
る
所
に
、
自
覚
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ

る
。
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
と
者
へ
ら
れ
る
所
に
自
覚
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
」
今
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
臣
《

九
三
二
一
年
、
全
集
７
、
八
八
頁
〉

「
我
々
が
行
為
的
と
者
へ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
ノ
エ
シ
ス
は
ノ
エ
マ
を
包
む
と
者
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
創
造
的
な
る
世
界
は
個

物
と
個
物
と
を
限
定
す
る
場
所
的
限
定
と
し
て
、
場
所
が
賜
所
自
身
を
限
定
す
る
、
自
己
が
自
己
自
身
に
於
て
自
己
を
見
る
と
い
ふ

意
味
を
有
す
る
が
故
で
あ
る
」
（
同
ｋ
、
．
八
六
瓜
）
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９ 
こ
れ
ら
の
引
用
の
前
後
に
頻
出
す
る
｝
」
の
術
語
の
用
法
を
吟
味
す
る
と
、
西
田
は
人
格
的
な
自
己
に
ノ
エ
シ
ス
面
と
ノ
エ
マ
面
の
二
面

を
考
え
、
前
者
を
意
志
、
後
者
を
身
体
と
み
な
し
て
い
た
と
読
み
と
れ
る
。
図
式
的
に
見
れ
ば
、
糀
神
・
主
体
が
ノ
エ
シ
ス
面
、
身

体
・
客
体
が
ノ
エ
マ
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
西
田
が
こ
う
し
た
対
立
語
を
導
入
し
た
の
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
粕
神
／
身
体

二
元
論
的
な
見
方
を
打
破
す
る
た
め
で
、
結
局
は
、
身
体
は
主
体
で
あ
る
と
と
も
に
客
体
で
あ
り
、
ノ
エ
シ
ス
面
で
あ
る
と
同
時
に
ノ

ェ
マ
面
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
田
に
お
い
て
一
元
論
図
式
は
克
服
さ
れ
、
身
体
は
精
神
化
し
、
同
時
に
精
神
は
身
体

化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
人
桁
的
自
己
は
「
働
く
も
の
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
見
ら
れ
る
も
の
」
に
な
り
、
そ
こ
に
「
行
為
的

（
１
）
 

主
体
」
が
成
り
立
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
の
引
用
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
」
す
る
こ
と
と
表
現
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
そ

れ
を
さ
ら
に
「
ノ
ェ
シ
ス
が
直
に
ノ
エ
シ
ス
自
身
を
限
定
す
る
」
あ
る
い
は
「
ノ
エ
シ
ス
が
直
に
ノ
エ
マ
に
な
る
」
こ
と
と
言
い
か
え

て
い
る
一
」
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
の
引
用
で
は
、
こ
の
「
主
客
合
一
」
を
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
と
考
へ
ら
れ
る
所
」
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
れ
を

「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
所
」
と
言
い
か
え
、
そ
こ
に
其
の
自
覚
の
意
味
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

第
三
の
引
用
に
い
た
る
と
、
「
行
為
的
」
主
体
が
登
場
し
、
そ
れ
を
「
ノ
エ
シ
ス
」
が
「
ノ
エ
マ
」
を
包
む
こ
と
だ
と
い
い
、
そ
れ

は
さ
ら
に
、
「
個
物
と
個
物
と
を
限
定
す
る
場
所
的
限
定
」
、
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
」
、
「
自
己
が
自
己
自
身
に
於
て
自
己
を

見
る
」
と
言
い
か
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
〈
自
ら
を
限
定
す
る
〉
「
場
所
」
と
は
、
要
す
る
に
「
佃
物
と
個
物
と
を
限
定
す
る
場
所
的
限
定
」
と
し
て
の
「
創
造
的

な
る
世
界
」
の
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、
で
は
そ
う
し
た
「
場
所
」
は
ど
の
よ
う
な
位
相
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
説
く
の

が
つ
ぎ
の
引
用
で
あ
る
。

「
唯
、
真
の
無
の
場
所
に
於
て
の
み
自
由
な
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
限
定
せ
ら
れ
た
有
の
場
所
に
於
て
単
に
働
く
も
の

が
見
ら
れ
、
対
立
的
無
の
場
所
に
於
て
所
謂
意
識
作
用
が
見
ら
れ
、
絶
対
的
無
の
場
所
に
於
て
真
の
自
由
意
志
を
見
る
こ
と
が
で
き
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１０ 

「
場
所
」
と
は
、
広
い
意
味
で
は
す
べ
て
の
主
語
を
包
摂
す
る
述
語
一
般
、
す
な
わ
ち
「
述
語
と
な
っ
て
主
語
と
な
ら
な
い
述
語
面
」

（
超
越
的
述
語
面
）
、
言
い
か
え
れ
ば
、
す
べ
て
の
特
殊
を
包
む
一
般
者
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
の
違
い
に
応

じ
て
異
な
っ
た
位
相
が
生
じ
る
。
そ
れ
を
論
じ
る
の
が
こ
の
引
用
で
、
こ
｝
」
で
は
、
「
有
の
場
所
」
、
「
対
立
的
無
の
場
所
」
、
「
絶
対
的

無
の
場
所
」
と
、
「
場
所
」
の
三
位
相
が
説
か
れ
る
。
第
一
は
「
働
く
も
の
」
、
す
な
わ
ち
一
般
に
有
る
も
の
が
見
ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、

第
二
は
先
に
「
意
識
の
野
」
と
い
わ
れ
た
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
そ
こ
は
「
意
識
作
用
」
が
見
ら
れ
る
場
所
で
あ
り
、
第
一
一
一
は
「
真
の

無
の
場
所
」
で
、
そ
こ
に
お
い
て
の
み
「
真
の
自
由
意
志
」
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
要
す
る
に
、
「
有
の
場
所
」
の
極
限
に
「
対
立
的

無
の
場
所
」
が
位
置
し
、
さ
ら
に
「
対
立
的
無
の
場
所
」
の
極
限
に
「
絶
対
的
無
の
場
所
」
が
措
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
西
田

の
著
作
に
頻
繁
に
出
て
く
る
独
自
の
術
語
で
い
え
ば
、
一
般
に
有
る
も
の
は
「
於
い
て
あ
る
も
の
」
と
し
て
「
有
の
場
所
」
を
柵
成
し
、

＊
 

そ
れ
は
「
意
識
の
野
」
を
媒
介
と
し
て
、
「
於
て
あ
る
場
所
」
の
極
限
と
し
て
の
「
真
の
無
の
場
所
」
を
基
盤
と
し
て
成
り
立
つ
と
い

そ
れ
は
「
意
識
の
》

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
っ
て
、
「
場
所
」
論
の
大
筋
を
著
作
に
即
し
て
検
討
し
、
冒
頭
に
述
べ
た
仮
説
を
検
証
し
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
同
様
に
し

る
」
〈
〈
場
所
》
一
九
二
六
年
、
全
集
４
、
二
三
二
頁
）

＊
こ
の
「
於
て
あ
る
も
の
」
「
於
て
あ
る
期
所
」
は
、
西
川
の
「
場
所
」
論
の
中
核
を
な
す
川
船
で
、
「
場
所
」
を
鋭
く
瞥
作
全
般
に
わ
た
っ
て

頻
出
す
る
が
、
こ
こ
で
は
本
橘
で
引
用
し
て
い
る
個
所
に
か
ぎ
っ
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。
「
於
て
あ
る
も
の
」
は
、
全
集
４
、
二
八
八
頁
、
全
集

６
、
三
五
○
頁
、
あ
る
い
は
「
場
所
に
於
て
あ
る
も
の
」
は
全
集
４
、
一
一
一
一
八
頁
、
ま
た
「
於
て
あ
る
場
所
」
あ
る
い
は
「
於
て
あ
る
無
な
る

場
所
」
は
、
全
集
４
、
一
一
一
二
○
頁
、
に
出
て
く
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
で
、
そ
の
詳
し
い
解
釈
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
献
（
２
）
の
三
三
二
頁
以
下
で
簡
潔
に
説
か
れ
て
い
る
）
。
な
お
、
参
考
の
た
め
に
紹
介
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
術
語
の

ド
イ
ツ
総
訳
は
、
前
者
は
Ｓ
目
ロ
ー
因
島
己
冒
冨
巴
、
後
者
は
〈
○
員
君
・
旨
〉
と
「
提
案
」
さ
れ
て
い
る
而
一
。

３ 
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11 

引
用
の
冒
頭
に
い
う
「
有
る
も
の
は
何
か
に
於
て
あ
る
」
と
は
、
一
般
に
有
る
も
の
は
場
所
に
お
い
て
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
有
る
も
の
が
物
と
い
う
具
体
的
な
相
を
も
っ
た
と
き
に
、
や
は
り
場
所
の
具
体
相
と
し
て
の
「
環
境
」
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
て
個
物
と
「
環
境
」
の
関
係
は
、
非
合
理
的
な
相
互
依
存
関
係
を
も
っ
と
説
く
。
か
く
て
、
「
環
境
が
個
物
を
限
定
し
、
個
物

が
環
境
を
限
定
す
る
と
い
ふ
弁
証
法
的
過
程
が
考
へ
ら
れ
、
場
所
的
限
定
の
意
義
に
於
て
偶
然
的
な
る
無
数
の
個
物
と
い
ふ
も
の
が
者

へ
ら
れ
る
」
（
同
上
、
三
四
六
頁
以
下
）
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
場
所
論
で
説
か
れ
た
「
場
所
的
限
定
」
は
、
「
環
境
」
に
お
い
て
は
「
環

＊
 

て
、
「
環
境
」
概
念
の
展
開
に
つ
い
て
そ
れ
が
主
に
論
じ
ら
れ
る
著
作
を
読
み
な
が
ら
吟
味
し
て
み
よ
う
。

＊
主
と
し
て
、
〈
私
と
汝
〉
（
一
几
三
二
年
、
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
全
集
６
）
、
〈
私
と
世
界
〉
（
一
九
三
一
二
年
、
「
哲
学
の
根
本
問
題

の
世
界
）
」
全
集
７
）
、
〈
極
の
生
成
発
展
の
問
題
〉
（
一
九
三
七
年
、
「
哲
学
論
文
集
第
二
」
全
集
８
）
、
〈
絶
対
矛
屑
的
自
己
同
一
〉

三
九
年
、
「
哲
学
論
文
集
第
一
一
一
」
全
集
９
）
に
よ
る
。

ま
ず
、
「
環
境
」
概
念
が
専
一
に
論
じ
ら
れ
る
個
所
を
引
用
す
る
。

「
有
る
も
の
は
何
か
に
於
て
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
如
く
、
物
は
環
境
を
有
つ
と
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
も
か
覧
る
現
境
は

無
限
に
広
く
無
限
に
深
く
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
略
〕
物
と
環
境
と
の
間
に
所
謂
合
理
的
関
係
と
い
ふ
如
き

も
の
が
考
へ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
個
物
と
い
ふ
も
の
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
個
物
は
環
境
に
包
ま
れ
何
処
ま
で
も
環
境
か
ら
限
定
せ
ら
れ

る
と
い
ふ
意
味
を
有
す
る
と
共
に
何
処
ま
で
も
環
境
か
ら
限
定
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
却
っ
て
環
境
を
限
定
す
る
意
味
を
有
っ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
境
は
個
物
に
対
し
て
単
に
そ
の
働
き
の
場
所
と
い
ふ
如
き
意
味
を
有
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
〔
略
〕
故
に
個
物
と
環
境
と
の
間
は
互
に
非
合
理
的
と
考
へ
ら
れ
る
、
個
物
に
対
し
て
環
境
は
偶
然
的
と
考
へ
ら
れ
、
環
境
に

対
し
て
個
物
は
偶
然
的
と
孝
へ
ら
れ
る
。
斯
く
し
て
同
一
の
蝋
境
に
対
し
て
自
由
に
自
己
自
身
を
限
定
し
行
く
無
数
の
個
物
が
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
も
環
境
と
個
物
は
固
、
無
関
係
で
は
な
い
、
環
境
な
く
し
て
個
物
と
い
ふ
も
の
も
な
け
れ
ば
、
個
物
な
く
し

て
環
境
と
い
ふ
も
の
も
な
い
」
〈
〈
私
と
汝
》
一
九
三
二
年
、
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
一
九
一
一
一
二
年
、
全
集
６
、
一
一
一
四
四
頁
以
下
）

深￣鈩戸、

一・行
几為
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1２ 
境
が
個
物
を
限
定
し
、
個
物
が
環
境
を
限
定
す
る
」
と
い
う
具
体
的
な
形
で
現
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
「
環
境
」
に
お

け
る
「
場
所
的
限
定
」
は
、
以
下
こ
の
著
作
で
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
る
。

喝
所
論
で
は
「
於
て
あ
る
場
所
」
と
「
於
て
あ
る
も
の
」
の
関
係
が
説
か
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
前
者
の
高
菜
は
出
て
こ
な
い
け
れ

ど
も
、
そ
れ
の
具
体
的
相
を
「
環
境
」
と
し
、
そ
の
「
環
境
」
に
「
於
て
あ
る
も
の
」
を
物
と
し
、
そ
れ
ら
が
相
互
依
存
作
用
、
す
な

わ
ち
「
逆
限
定
」
作
用
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

「
限
定
す
る
も
の
な
き
も
の
の
限
定
と
し
て
弁
証
法
的
運
動
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
が
、
右
の
如
く
環
境
が
〈
於
て
あ
る
も
の
〉
を

限
定
し
、
逆
に
〈
於
て
あ
る
も
の
〉
が
環
境
を
限
定
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
、
環
境
と
い
ふ
も
の
が
か
鴬
る
限
定
に
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
一
面
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
私
は
之
に
よ
っ
て
我
々
の
意
識
と
者
へ
る
も
の
が
如
何
に
し
て
生
じ
、
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
も

の
な
の
か
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
恩
ふ
。
物
は
環
境
に
於
て
あ
り
、
個
物
は
環
境
的
限
定
の
極
限
と
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
而
も
単
に
か
興
る
意
味
に
於
て
個
物
と
い
ふ
も
の
が
者
へ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
側
物
が
環
境
を
限
定
す
る
と
い
ふ

意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
鱈
る
逆
限
定
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
こ
に
中
和
的
環
境
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
、
過
程
的
限
定
を
離
れ
た
単
な
る
場
所
的
限
定
と
い
ふ
川
き
も
の
を
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
〈
私
と
汝
〉
｝
し
一
一

・
・
年
、
「
無
の
自
覚
的
限
定
」
一
九
三
二
年
、
全
集
６
、
三
Ⅲ
〔
一
頁
以
下
）

「
我
々
は
僻
逝
に
一
般
が
旧
物
を
限
定
す
る
と
共
に
旧
物
が
一
般
を
限
定
す
る
、
環
境
が
個
人
を
限
定
す
る
と
共
に
佃
人
が
環
境

を
限
定
す
る
と
考
へ
る
。
或
は
客
観
が
主
観
を
限
定
す
る
と
共
に
主
観
が
客
観
を
限
定
す
る
と
考
へ
る
。
我
々
は
行
為
に
よ
っ
て
主

観
が
客
観
化
せ
ら
れ
、
客
観
が
主
観
化
せ
ら
れ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
弁
証
法
的
過
程
と
い
ふ
も
の
を
者
へ
る
こ
と
が
で

き
る
。
併
し
私
は
か
量
る
意
味
に
於
て
一
般
者
の
限
定
と
者
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
上
に
云
っ
た
如
く
個
物
と
個
物
と
の
自
己
限
定
と

い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
個
物
と
個
物
と
の
相
互
限
定
と
い
ふ
こ
と
は
、
絶
対
に
相
反
す
る
も
の
の
自
己
同
一
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1３ 

こ
こ
で
い
う
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
こ
と
―
は
、
「
場
所
論
」
で
「
場
所
」
の
機
能
の
本
性
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

い
ま
そ
れ
を
「
環
境
」
に
限
定
し
て
い
え
ば
、
こ
の
「
場
所
的
限
定
」
は
具
体
的
に
は
「
環
境
が
個
物
を
限
定
す
る
と
共
に
個
物
が
潔

境
を
限
定
す
る
」
形
で
現
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
環
境
」
が
さ
ら
に
具
体
的
な
相
を
と
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
は
「
環
境
」
概
念
の
特
殊
相
に
つ
い
て
考
察
し
、
「
環
境
」
を
「
生
物
的
環
境
」
に
、
そ
し
て
一
般
に
「
物
‐
｜
を
「
生
命
」

に
、
一
個
物
」
を
「
生
物
的
個
体
」
に
置
き
換
え
て
、
「
環
境
」
の
具
体
的
な
側
面
を
展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
生
命
環
境
の
あ
り
方
は
、
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
」
の
特
殊
相
と
し
て
の
「
環
境
が
珊
境
自
身
を
限
定
す
る
」

と
い
う
構
造
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

と
し
て
、
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
（
一
．
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
〉
」
一
九
一
一
一
三
年
、
全
集
７
、

］
Ｃ
六
頁
以
下
）

「
生
命
と
い
ふ
も
の
な
く
し
て
生
物
的
環
境
い
ふ
も
の
な
く
、
生
物
的
環
境
と
い
ふ
も
の
な
く
し
て
生
命
と
そ
の
も
の
と
い
ふ
も

の
も
な
い
。
側
物
的
生
命
と
い
ふ
の
は
、
生
物
的
個
体
が
自
己
の
蝋
境
を
個
物
化
す
る
こ
と
即
ち
生
命
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
逆
に

環
境
が
個
物
化
す
る
こ
と
即
ち
物
質
が
生
命
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
「
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
）
」
一
九
三
三
年
、
全
集
７
、

了
『
ｎ
頁
）

「
生
命
が
生
命
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
命

の
底
に
は
何
処
ま
で
も
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
個
物
は
個
物
に
対
し
て
限
定
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
す
る
と
云
ふ
に
は
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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1４ 

先
に
、
「
於
て
あ
る
も
の
」
と
「
於
て
あ
る
場
所
」
が
相
互
依
存
関
係
を
も
つ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
逆
限
定
」
作
用
で

あ
る
こ
と
を
吟
味
し
た
が
、
そ
れ
が
、
生
命
環
境
に
お
い
て
は
「
生
命
が
生
命
を
限
定
す
る
こ
と
」
と
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
に

「
生
は
死
を
意
味
し
、
死
は
生
を
意
味
す
る
」
こ
と
だ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
「
場
所
が
場
所
自
身
を
限
定
す
る
」
、
「
鯛
境
が
環
境

自
身
を
限
定
す
る
」
、
「
生
命
が
生
命
自
身
を
限
定
す
る
」
、
「
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
」
と
は
、
普
遍
・
特
殊
の
四
段
階
を
示
し

て
い
る
様
が
は
っ
き
り
読
み
と
れ
る
。

同
じ
趣
旨
の
文
一
一
一
一
回
は
、
こ
の
〈
私
と
世
界
》
の
中
で
繰
り
返
し
説
か
れ
る
．
主
な
個
所
を
挙
げ
て
お
こ
う
．
ｌ
「
生
物
的
生
命
に

於
て
も
、
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
環
境
を
個
物
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
逆
に
環
境
が
環
境
自
身
を
限
定

す
る
こ
と
、
環
境
が
自
己
自
身
を
個
物
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
斯
く
し
て
合
目
的
的
世
界
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
、
過
去
か
ら
未
来

に
進
行
す
る
無
限
な
る
生
命
の
流
と
い
ふ
如
き
も
の
が
者
へ
ら
れ
る
」
（
同
上
、
一
一
二
三
頁
）
と
い
っ
て
、
「
環
境
が
環
境
自
身
を
限
定

す
る
」
こ
と
を
、
合
目
的
的
世
界
の
原
理
と
し
て
説
明
す
る
。
「
個
物
的
限
定
が
即
鯛
境
的
限
定
の
意
義
を
有
つ
と
云
ふ
こ
と
が
で
き

る
。
私
の
所
謂
絶
対
的
現
在
の
自
己
限
定
に
於
て
は
、
何
処
ま
で
も
環
境
が
環
境
自
身
を
限
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
対
し
て
、
何
処

ま
で
も
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
立
場
を
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
同
上
、
一
四
六
頁
以
下
）
。
「
弁
証
法
的
一
般
者
の
自

己
限
定
と
し
て
弁
証
法
的
過
程
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
す
べ
て
個
物
が
個
物
自
身
を
限
定
す
る
と
共
に
環
境
が
環
境
自
身
を
限
定
す

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
我
々
の
生
活
過
程
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
一
四
八
頁
）
。
こ
こ
に
新
た
に
、
「
環
境
が
環
境

自
身
を
限
定
す
る
」
と
は
、
具
体
的
に
「
我
々
の
生
活
過
程
」
の
こ
と
だ
と
説
い
て
い
る
。
「
個
物
が
個
物
に
対
し
て
個
物
自
身
を
限

定
す
る
こ
と
が
環
境
が
環
境
自
身
を
限
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
個
物
が
環
境
を
限
定
し
環
境
が
個
物
を
限
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
生

弁
証
法
的
一
般
者
の
自
己
限
定
と
し
て
生
命
と
い
ふ
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
環
境
な
く
し
て
生
命
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。

単
に
生
命
そ
の
も
の
と
い
ふ
如
き
も
の
は
な
い
。
生
命
が
生
命
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
に
は
、
環
境
が
環
境
自
身
を
限
定
す
る
と

い
ふ
意
味
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
生
命
に
は
必
ず
逆
限
定
と
い
ふ
も
の
が
伴
ふ
の
で
あ
る
。
生
は
死
を
意
味
し
、
死
は
生
を

意
味
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
「
哲
学
の
根
本
問
題
（
行
為
の
世
界
〉
」
一
九
三
三
年
、
全
染
７
、
一
一
一
二
頁
）
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1５ 
命
の
自
己
限
定
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
か
輿
る
意
味
に
於
て
世
界
が
世
界
自
身
を
限
定
す
る
と
い
ふ
意
味
を
有
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
（
同
上
、
一
六
（
い
）
頁
）
。

以
上
の
著
作
で
は
、
「
環
境
」
概
念
は
、
主
に
「
場
所
」
論
を
承
け
て
そ
れ
と
の
関
係
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
前
者
は
後
者
の
特
殊

相
と
し
て
検
討
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
〈
種
の
生
成
発
展
の
問
題
〉
（
一
九
三
七
年
）
お
よ
び
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同

一
〉
（
》
九
三
九
年
）
に
な
る
と
、
「
環
境
」
概
念
は
そ
れ
自
体
と
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
「
主
体
」
と
の
関
係
に
お
い
て
、
よ
り
職
種
的
に

か
つ
本
質
的
に
論
じ
ら
れ
る
。

ま
ず
く
種
の
生
成
発
展
の
問
題
〉
に
お
い
て
は
、
「
環
境
」
概
念
は
、
「
主
体
」
と
の
関
係
、
「
作
る
も
の
と
作
ら
れ
た
も
の
」
の
関

係
、
「
歴
史
・
進
化
の
世
界
と
し
て
の
環
境
」
と
三
つ
に
類
別
し
て
読
む
と
見
通
し
が
利
く
。
す
な
わ
ち
、
「
環
境
」
の
本
質
、
「
環
境
」

と
そ
こ
に
「
於
て
あ
る
」
個
体
と
の
関
係
、
「
環
境
」
の
具
体
相
、
で
あ
る
。

「
場
所
」
の
次
元
に
引
き
つ
け
て
い
え
ば
、
上
の
第
一
の
引
用
に
い
う
「
主
体
」
は
「
於
て
あ
る
も
の
」
、
「
環
境
」
は
「
於
て
あ
る

場
所
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
の
「
主
体
」
と
「
環
境
」
は
相
限
定
し
合
っ
て
世
界
を
構
成
す
る
と
説
く
＠
し

「
主
体
が
環
境
を
限
定
し
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
と
云
ふ
こ
と
な
く
し
て
個
性
的
と
い
ふ
も
の
は
な
い
が
、
主
体
が
鰯
境
を
形

成
し
環
境
が
主
体
を
形
成
す
る
に
は
、
個
性
的
な
る
も
の
を
通
す
と
云
ふ
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
体
が
環
境
を
形
成
す
る

と
云
ふ
こ
と
は
、
主
体
的
な
も
の
が
環
境
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
主
体
が
環
境
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
は
死
で
あ
る
。
又
環

境
が
主
体
と
な
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
そ
れ
は
環
境
の
自
己
否
定
で
あ
る
。
形
相
は
質
料
と
な
ら
な
い
質
料
は
形
相
と
な
ら
な
い
、

主
は
客
と
な
ら
な
い
、
客
は
主
と
な
ら
な
い
」
（
〈
種
の
生
成
発
展
の
問
題
〉
一
九
三
七
年
、
全
集
８
、
五
○
一
一
一
頁
）

「
主
体
と
環
境
と
は
何
処
ま
で
も
相
反
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
否
定
を
通
じ
て
相
限
定
す
る
、
祇
極
的
仁
云
へ
ぱ
個
性
を
通

じ
て
相
限
定
す
る
。
逆
に
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
と
い
ふ
様
に
、
個
性
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
世
界
は
、
そ
れ
に

於
て
何
処
ま
で
も
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
上
、
ｈ
一
一
一
一
頁
）
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1６ 

第
一
の
引
用
で
は
、
「
環
境
」
を
「
作
る
も
の
」
、
「
主
体
」
を
そ
れ
に
よ
っ
て
「
作
ら
れ
た
も
の
」
と
し
、
こ
の
二
者
の
間
に
は
、

前
者
は
後
者
を
作
る
と
同
時
に
、
後
者
が
前
者
を
作
る
、
す
な
わ
ち
改
変
し
て
い
く
と
い
う
相
互
依
存
関
係
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
を

こ
こ
で
は
「
世
界
」
と
「
稲
」
の
関
係
に
置
き
換
え
、
ま
た
具
体
的
に
は
、
生
物
生
命
に
お
け
る
食
物
摂
取
に
関
す
る
消
撒
と
生
産
と

の
関
係
に
当
て
は
め
て
説
明
し
て
い
る
。

か
し
こ
れ
ら
は
概
念
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
独
立
で
、
「
主
体
」
と
「
環
境
」
を
形
相
と
質
料
、
あ
る
い
は
主
体
と
客
体
に
類
え
て
、

そ
れ
ら
が
相
互
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
相
互
に
転
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

そ
れ
を
第
二
の
引
用
で
は
、
「
主
体
と
環
境
と
は
何
処
ま
で
も
机
反
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
否
定
を
通
じ
て
机
限
定
す
る
」
と

敷
術
す
る
。
そ
の
関
係
を
さ
ら
に
「
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
」
と
言
い
か
え
る
が
、
そ
の
点
を
強
調
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
引

用
群
に
な
る
。

「
環
境
が
主
体
を
変
ず
る
、
否
、
極
が
世
界
か
ら
生
れ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
か

ら
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
生
命
と
い
ふ
も
の
は
、
い
つ
も
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
と
な
る
所
に
あ
る
の
で
あ
る
。
生
物
的
生

命
に
於
て
も
、
我
々
は
食
物
を
消
化
す
る
、
物
質
を
主
体
化
す
る
。
併
し
食
物
を
消
化
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
食
物
を
消
化
す
る
も

の
を
生
産
す
る
こ
と
で
あ
る
。
消
費
が
生
産
で
あ
り
、
生
産
が
消
費
で
あ
り
、
生
産
と
消
費
と
が
弁
証
法
的
に
一
で
あ
る
所
に
、
生

物
的
生
命
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
全
染
８
，
１
「
二
Ｈ
）

「
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
し
、
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
と
、
個
性
的
に
自
己
自
身
を
限
定
し
て
行
く
膝

史
的
世
界
は
、
そ
の
根
枇
に
於
て
無
数
の
個
と
佃
と
が
対
立
し
、
而
も
多
即
二
即
多
と
し
て
、
絶
対
矛
盾
の
、
己
同
一
的
に
口
己

自
身
を
形
成
し
行
く
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
佃
の
外
的
媒
介
と
し
て
そ
れ
は
環
境
的
で
あ
り
、
そ
の
内
的
媒
介
と
し
て
そ
れ

は
主
体
的
で
あ
る
。
故
に
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
し
、
世
界
が
個
性
的
に
自
己
自
身
を
形
成
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
所

に
、
い
つ
も
佃
が
自
立
的
に
働
く
と
者
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〈
Ⅲ
Ｌ
几
：
二
画
）
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1７ 
第
二
の
引
用
で
は
、
「
作
ら
れ
た
も
の
」
と
「
作
る
も
の
」
と
の
関
係
を
、
「
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
し
」
と
表
現
し
、

「
潔
境
」
と
「
主
体
」
と
は
相
互
に
限
定
し
合
う
関
係
を
も
つ
と
主
張
す
る
。
そ
れ
を
具
体
的
に
「
個
性
的
に
自
己
自
身
を
限
定
し
て

行
く
」
場
所
と
み
れ
ば
、
そ
れ
は
「
歴
史
的
世
界
」
と
解
釈
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
歴
史
的
世
界
」
に
眼
を
転
じ
て
論
じ

る
の
が
、
つ
ぎ
の
引
用
群
で
あ
る
。

「
歴
史
的
世
界
に
於
て
は
、
単
に
主
体
が
環
境
を
限
定
す
る
の
で
は
な
い
、
逆
に
環
境
が
又
主
体
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
。
人
間

が
環
境
を
作
り
環
境
が
人
間
を
作
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
生
物
進
化
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
歴
史
的
世
界
に
於
て
は
、
形
相

と
い
ふ
も
そ
の
外
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
も
そ
の
世
界
か
ら
生
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
形
相
が
質
料
を
構
成
す
る

が
、
又
質
料
か
ら
形
相
が
生
れ
る
」
茶
菓
８
、
五
○
○
頁
）

｜
「
巾
に
環
境
的
な
る
も
の
は
個
性
的
で
な
い
の
み
な
ら
ず
、
単
に
主
体
的
な
る
も
の
も
個
性
的
で
な
い
。
創
造
的
な
る
も
の
、
個

性
的
な
る
も
の
を
媒
介
し
て
、
歴
史
的
現
実
に
於
て
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
五
○
五
頁
）

「
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
歴
史
的
世
界
は
、
一
と
多
と
の
否
定
的
相
互
限
定
の
世
界
（
佃
が
何
処
ま
で
も
側

に
対
す
る
世
界
）
で
あ
り
、
一
と
多
と
の
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
は
、
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
歴
史
的
世
界

で
あ
る
。
而
し
て
与
へ
ら
れ
た
も
の
は
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
っ
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、

個
性
的
に
自
己
自
身
を
限
定
す
る
世
界
は
段
階
的
に
動
い
て
行
く
。
時
代
か
ら
時
代
へ
と
琴
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
歴
史
の
進
行
は

何
処
ま
で
も
不
可
逆
的
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
と
い
ふ
歴
史
的
世
界
は
、
物
質
の
世
界
か
ら
生
物
の
世
界
へ
、

＊
 

生
物
の
世
界
か
ら
人
間
の
世
界
へ
発
展
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
化
、
伍
（
Ⅱ
〉
ル
ハ
ｎ
以
下
）

＊
こ
の
「
物
圃
の
世
界
か
ら
化
物
の
世
界
へ
、
生
物
の
世
界
か
ら
人
間
の
世
界
へ
発
展
す
る
」
と
ま
っ
た
く
Ｈ
じ
文
一
一
一
一
町
が
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己

同
一
〉
（
九
三
九
年
、
全
染
９
、
、
七
二
頁
）
に
出
て
く
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
こ
の
符
作
を
取
り
し
げ
る
際
に
、
攻
め
て
検
討

「
私
は
歴
史
的
世
界
に
於
て
は
、
主
体
が
瑚
境
を
限
定
し
環
境
が
主
体
を
限
定
す
る
と
云
っ
た
。
蝋
境
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ

こ
の

同
こ

す
る
。
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1８ 

こ
れ
ら
の
引
用
群
で
は
、
「
歴
史
的
世
界
」
あ
る
い
は
「
進
化
」
の
世
界
に
お
け
る
「
環
境
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
一
お
よ
び
第
一
一
の
引
用
で
は
、
「
環
境
」
と
「
主
体
」
す
な
わ
ち
「
人
間
」
と
の
相
互
依
存
関
係
、
言
い
か
え
れ
ば
相
互
限
定
関

係
、
あ
る
い
は
作
る
．
作
ら
れ
る
関
係
に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
は
、
す
な
わ
ち
「
人
間
の
世
界
」
に
お
い
て
は
「
歴
史
的
世
界
」
が
、

生
物
世
界
で
は
「
進
化
」
の
過
程
が
形
成
さ
れ
る
と
説
く
。
そ
れ
を
形
相
と
質
料
と
の
関
係
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。

第
三
の
引
用
で
は
、
「
歴
史
的
世
界
」
に
お
け
る
「
主
体
と
鯛
境
と
の
相
互
限
定
」
と
は
、
。
と
多
と
の
否
定
的
相
互
限
定
」
あ
る

い
は
「
一
と
多
と
の
矛
盾
的
自
己
同
こ
の
こ
と
だ
と
敬
術
す
る
。
「
一
と
多
」
と
は
分
か
り
に
く
い
表
現
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
社

会
に
お
け
る
個
人
と
集
団
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
結
局
、
こ
の
相
互
関
係
が
「
作
ら
れ
た
も
の
が
作
る
も
の
を
作
る
」
と
い
う
関
係

で
、
そ
の
関
係
が
成
り
立
つ
場
で
あ
る
「
歴
史
的
世
界
」
は
、
「
物
質
の
世
界
」
か
ら
「
生
物
の
世
界
」
へ
、
さ
ら
に
「
人
間
の
世
界
」

へ
発
展
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
物
質
の
世
界
」
は
自
然
環
境
、
「
生
物
の
世
界
」
は
進
化
の
世
界
、
「
人
間
の
世
界
」

は
社
会
の
こ
と
と
見
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
「
歴
史
的
世
界
」
の
い
わ
ば
三
位
相
で
あ
る
。

第
四
の
引
用
で
は
、
上
に
言
及
し
た
「
歴
史
的
世
界
」
に
お
け
る
「
主
体
と
環
境
と
の
相
互
限
定
」
と
い
う
場
合
の
「
環
境
」
の
意

味
を
確
認
す
る
。
こ
こ
で
は
、
「
歴
史
的
世
界
」
に
お
け
る
「
環
境
」
と
は
、
「
種
と
か
個
と
か
い
ふ
も
の
は
否
定
せ
ら
れ
る
、
生
命
と

い
ふ
も
の
は
否
定
せ
ら
れ
る
」
場
所
だ
、
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
「
物
質
の
世
界
」
で
も
「
生
物
の
世
界
」
で
も
な
く
、
第

三
の
引
用
に
見
た
最
終
位
相
の
「
人
間
の
世
界
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
も
っ
ぱ
ら
「
環
境
」
概
念
が
論
じ
ら
れ
る
著
作
は
、
〈
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
〉
（
一
九
三
九
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
主

体
」
と
「
環
境
」
が
「
作
る
も
の
」
と
「
作
ら
れ
た
も
の
」
と
の
関
係
で
語
ら
れ
る
が
、
両
者
の
相
互
依
存
関
係
は
、
新
し
い
概
念
す

な
わ
ち
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」
を
導
入
し
て
、
相
互
否
定
の
関
係
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。

る
か
。
／
〔
略
〕
歴
史
的
世
界
は
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
、
内
的
に
自
己
自
身
を
媒
介
す
る
と
共
に
外
的
に
媒
介
す
る
。
歴
史
的

世
界
が
何
処
ま
で
も
外
的
に
媒
介
せ
ら
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
時
、
そ
れ
が
環
境
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
種
と
か
個
と
か
い
ふ
も
の
は

否
定
せ
ら
れ
る
、
生
命
と
い
ふ
も
の
は
否
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
五
三
四
頁
）
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1９ 
こ
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」
は
後
期
西
田
哲
学
の
根
本
概
念
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
体
何
の
こ
と
か
。
こ
こ
で

は
そ
の
意
味
の
解
明
が
主
題
で
は
な
い
の
で
深
入
り
し
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
つ
ぎ
の
引
用
に
よ
っ
て
大
ま
か
に
理
解
し
て
お
こ
う
。

第
一
の
引
用
で
は
、
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
歴
史
的
世
界
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
端
的
に
、
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」

と
は
「
歴
史
的
世
界
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
二
の
引
用
の
文
言
は
、
先
に
《
種
の
生
成
発

展
の
問
題
〉
（
一
九
三
七
年
）
を
検
討
し
た
際
に
、
「
歴
史
的
世
界
」
の
枠
組
み
で
引
用
し
た
個
所
（
全
集
８
、
五
○
六
頁
）
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
内
容
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
っ
た
く
同
じ
文
章
が
出
て
く
る
。
そ
こ
に
は
「
…
…
歴
史
的
世
界
は
、
物
質
の
世
界
か
ら
生
物
の

世
界
へ
、
生
物
の
世
界
か
ら
人
間
の
世
界
へ
発
展
す
る
の
で
あ
る
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
後
半
の
文
章
が
上
の
引
用
の
最
終
部
分
と
ま

っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」
と
い
う
西
田
哲
学
独
特
の
術
語
は
、
こ
こ
に
い
う
「
人
間
の

世
界
」
、
す
な
わ
ち
「
歴
史
的
世
界
」
の
別
表
現
と
見
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
そ
う
い
う
世
界
で
は
「
主
体
」
と
「
環
境
」
と
は
ど
う
い
う
関
係
を
も
つ
か
。

「
主
体
が
環
境
を
形
成
す
る
。
環
境
は
主
体
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
単
に
作
っ
た
主
体
の
も
の
で
は
な
く
、
之
に

対
立
し
之
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
の
生
命
は
自
己
の
作
っ
た
も
の
に
毒
せ
ら
れ
て
死
に
行
く
の
で
あ
る
。
何
処
ま
で
も
主

体
が
生
き
る
た
め
に
は
、
主
体
が
更
生
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
歴
史
的
世
界
の
種
と
し
て
世
界

的
生
産
的
と
な
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
全
集
９
、
一
六
七
頁
）

「
主
体
が
環
境
を
、
環
境
が
主
体
を
形
成
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
に
於
て
は
、
物
質
的
世
界
と
い
ふ

も
の
も
既
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
ら
れ
た
も
の
は
環
境
的
と
し
て
主
体
を
形
成
し
行
く
。
物
質
の
世
界
か
ら
生
物
の
世
界
へ
、

生
物
の
世
界
か
ら
人
間
の
世
界
へ
発
展
す
る
の
で
あ
る
」
〈
同
上
、
一
七
二
頁
）

「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
現
在
か
ら
現
在
へ
と
動
き
行
く
世
界
の
現
在
に
於
て
、
何
処
ま
で
も
主
体
と
環
境
と
が
相
対
立
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2０ 

こ
こ
で
も
、
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
現
在
か
ら
現
在
へ
と
動
き
行
く
世
界
の
現
在
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
「
絶
対
矛
盾
的
自

己
同
一
の
世
界
」
と
は
「
現
在
か
ら
現
在
へ
と
動
き
行
く
世
界
」
、
す
な
わ
ち
「
歴
史
の
世
界
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
う
し
て
、
そ
う
い
う
世
界
で
の
「
主
体
」
と
「
環
境
」
と
は
相
対
立
し
、
相
互
に
自
己
否
定
的
に
相
手
を
形
成
す
る
関
係
を
も
つ
と

い
う
の
で
あ
る
。
現
在
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
主
体
」
と
「
環
境
」
と
の
関
係
に
よ
っ
て
過
去
か
ら
未
来
へ
の
移
行
が
可
能
と
な
り
、

そ
こ
に
雁
史
的
世
界
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
真
に
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
に
於
て
は
、
主
体
が
真
に
環
境
に
没
入
し
自
己
自
身
を
否
定
す
る
こ
と
が
真
に
自
己
が
生
き
る

こ
と
で
あ
り
、
環
境
が
主
体
を
包
み
主
体
を
形
成
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
瑚
境
が
自
己
自
身
を
否
定
し
て
即
主
体
と
な
る
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
作
る
も
の
が
自
己
自
身
を
否
定
し
て
作
ら
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
真
に
作
る
も
の
と
な
る
と
云
ふ
こ
と
が
、
作

ら
れ
た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
の
で
あ
る
。
生
物
的
生
命
の
世
界
に
於
て
は
い
つ
も
主
体
と
環
境
と
が
相
対
立

し
、
主
体
が
蝋
境
を
形
成
す
る
こ
と
は
逆
に
畷
境
か
ら
形
成
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
主
体
的
と
云
ふ
こ
と
そ
の
こ
と
が
却
っ

て
環
境
的
た
る
所
以
で
あ
る
。
自
己
自
身
を
環
境
の
中
に
没
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
そ
の
も
の
の
中
か
ら
生
き
る
主
体
に
し
て
、

歴
史
的
主
体
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
環
境
は
与
へ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に

し
、
主
体
が
自
己
否
定
的
に
環
境
を
、
環
境
が
自
己
否
定
的
に
主
体
を
形
成
す
る
。
而
し
て
現
実
の
世
界
の
現
在
は
、
主
体
と
環
境

と
、
一
と
多
と
の
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
、
決
定
せ
ら
れ
た
も
の
即
ち
作
ら
れ
た
も
の
か
ら
、
作
る
も
の
へ
と
動
き
行
く
。
そ
れ

が
過
去
か
ら
未
来
へ
と
動
き
行
く
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
作
ら
れ
た
も
の
と
云
ふ
の
は
既
に
環
境
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。
過
去
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
〔
略
〕
多
が
自
己
否
定
的
に
て
一
が
自
己
否
定
的
に
多
と
し
て
、
多
と
一
と
の
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の

世
界
に
於
て
は
、
主
体
が
自
己
否
定
的
に
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
は
、
逆
に
環
境
が
新
な
る
主
体
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
時
の

現
在
が
過
去
へ
と
過
ぎ
去
る
こ
と
は
、
未
来
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
の
世
界
に
於
て
は
単
に
与
へ
ら
れ
た
も
の
と
云
ふ
も
の

は
な
い
」
（
全
災
９
、
一
Ⅲ
九
頁
）
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2１ 

こ
こ
で
は
、
先
の
引
用
で
の
説
明
を
さ
ら
に
敷
術
し
て
、
「
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」
に
お
け
る
「
主
体
」
と
「
環
境
」
と
の
相

互
否
定
関
係
に
よ
っ
て
－
１
生
物
的
生
命
の
世
界
」
が
成
り
立
ち
、
そ
こ
に
「
生
き
る
主
体
」
す
な
わ
ち
「
歴
史
的
主
体
」
と
し
て
の

「
主
体
」
が
形
成
さ
れ
る
と
説
く
。

「
人
間
の
世
界
」

受
け
継
が
れ
る
。

れ
は
要
す
る
に

つ
い
て
語
る
。

に
示
さ
れ
る
。

真
に
主
体
が
環
境
を
脱
却
す
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
」
（
全
集
９
、
、
ヒ
ヒ
貝
）

「
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
自
己
自
身
を
形
成
す
る
世
界
は
、
一
面
に
は
環
境
か
ら
主
体
へ
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
生
物
的
生
命
と
云
っ
た
が
、
人
間
に
至
っ
て
も
そ
れ
を
脱
却
す
る
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
而
し
て
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て

の
人
間
の
世
界
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
は
単
に
本
能
的
で
な
く
、
表
現
的
形
成
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
環
境
が
何
処
ま
で

も
自
己
否
定
に
よ
っ
て
主
体
的
と
な
る
と
云
ふ
二
と
で
あ
る
。
矛
盾
的
自
己
同
一
的
な
人
間
の
世
界
で
は
、
主
体
が
自
己
を
環
境
に

没
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
体
で
あ
り
、
蝋
境
が
自
己
否
定
に
よ
っ
て
主
体
的
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

而
し
て
Ⅲ
界
が
斯
く
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
何
処
ま
で
も
自
己
自
身
の
中
に
世
界
を
映
し
表
現
的
形
成
的
で
あ
る
個
物
が
、
自
己
自

身
を
形
成
す
る
世
界
の
一
角
と
し
て
胴
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〈
企
災
９
、
轌
八
：
．
ｎ
以
下
）

こ
の
引
用
で
は
、
先
の
引
用
を
承
け
て
、
「
〔
絶
対
〕
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」
は
「
自
己
自
身
を
形
成
す
る
世
界
」
で
あ
り
、
そ

は
要
す
る
に
「
生
物
的
生
命
の
世
界
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
あ
と
、
「
〔
絶
対
〕
矛
盾
的
自
己
同
一
と
し
て
の
人
間
の
世
界
」
に

い
て
語
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
「
〔
絶
対
〕
矛
盾
的
自
己
同
一
の
世
界
」
と
は
結
局
「
人
間
の
世
界
」
の
こ
と
で
あ
る
｝
」
と
が
明
確

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
「
環
境
」
が
自
己
否
定
に
よ
っ
て
一
，
主
体
」
と
な
る
こ
と
を
「
表
現
的
形
成
的
」
と
い
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て

へ
間
の
世
界
」
が
形
成
さ
れ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
「
環
境
」
あ
る
い
は
「
世
界
「
｜
が
「
表
現
的
」
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
引
用
に
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前
者
の
引
用
で
は
、
「
世
界
は
表
現
的
で
あ
る
」
、
「
環
境
は
何
処
ま
で
も
表
現
的
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
矛
盾
的

自
己
同
一
的
現
在
と
し
て
、
世
界
が
自
己
自
身
を
形
成
す
る
と
い
ふ
時
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
表
現
的
で
あ
る
」

は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
歴
史
的
世
界
」
す
な
わ
ち
「
人
間
の
世
界
」
の
本
性
を
表
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
表

＊
 

現
的
」
と
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
後
者
の
引
用
に
出
て
く
る
「
ポ
イ
エ
シ
ス
」
す
な
わ
ち
〈
作
る
一
」
と
〉
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
は
、
そ
の
本
質
的
な
機
能
が
言
語
表
現
で
あ
る
と
考
え
て
い
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
意
味
で
の
「
表
現
」
が
、
「
主

体
」
と
「
環
境
」
と
の
対
立
・
相
互
形
成
の
場
で
あ
る
「
歴
史
的
世
界
」
（
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
の
現
在
』
に
お
い
て
中
心
と
な

る
と
明
言
し
て
い
る
。

＊
こ
こ
に
い
う
「
表
現
的
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
文
の
主
題
か
ら
離
れ
る
の
で
こ
れ
以
上
言
及
し
な
い
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
文
献
（
７
）
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
第
四
章
表
現
的
世
界
」
）
。

「
矛
盾
的
自
己
同
一
的
現
在
と
し
て
、
世
界
が
自
己
自
身
を
形
成
す
る
と
い
ふ
時
、
過
去
は
既
に
過
ぎ
去
っ
た
も
の
で
あ
り
な
が

ら
、
自
己
矛
盾
的
に
現
在
に
於
て
あ
る
も
の
で
あ
る
、
無
に
し
て
有
で
あ
る
。
作
ら
れ
て
作
る
も
の
た
る
我
々
に
対
し
て
、
世
界
は

表
現
的
で
あ
る
。
我
々
人
間
に
対
し
て
は
、
環
境
が
何
処
ま
で
も
表
現
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
そ
れ
が
作
ら
れ

た
も
の
か
ら
作
る
も
の
へ
と
し
て
、
何
処
ま
で
も
我
々
に
迫
る
と
い
ふ
時
、
我
々
に
直
観
的
で
あ
る
」
（
全
集
９
、
一
一
○
一
一
頁
）

「
ポ
ィ
エ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
歴
史
的
世
界
は
、
そ
の
創
造
の
尖
端
に
於
て
、
無
限
の
過
去
と
未
来
と
に
対
立
す
る
。
而
し
て
そ

れ
は
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
的
現
在
に
於
て
の
対
立
と
し
て
主
体
と
環
境
と
の
対
立
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
か
興
る
絶
対
的
現
在

に
於
て
の
主
体
と
環
境
と
の
対
立
、
相
互
形
成
は
機
械
的
で
も
、
合
目
的
的
で
も
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
環
境
は
何
処
ま
で
も
表

現
的
で
あ
り
、
主
体
へ
、
作
る
も
の
へ
、
何
処
ま
で
も
直
観
的
に
迫
る
の
で
あ
る
」
（
同
上
、
二
Ｏ
一
一
一
頁
）
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す
る
。

（
９
）
 

「
場
所
の
論
理
」
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
上
山
春
平
が
西
田
の
議
論
か
ら
一
二
つ
の
主
要
点
を
取
り
出
し
て
的
確
に
解
釈
し
、
さ
ら
に

そ
れ
を
形
式
論
理
学
の
包
摂
関
係
に
よ
っ
て
簡
潔
に
図
式
化
し
て
い
る
説
明
し
て
い
る
（
七
三
頁
以
下
）
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
足
が
か
り

に
し
て
議
論
を
進
め
て
い
こ
う
。

上
山
は
、
論
理
的
な
も
の
の
世
界
の
両
極
に
、
西
田
の
い
う
「
個
物
Ⅱ
主
語
的
基
体
」
を
Ｓ
、
「
無
の
場
所
Ⅱ
超
越
的
述
語
面
」
を

Ｐ
と
し
て
配
し
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
一
般
的
な
論
理
構
造
、
す
な
わ
ち
、
主
語
・
述
語
関
係
〈
Ｓ
Ｉ
Ｐ
〉
が
成
立
す
る
と
解
釈
し
、

「
場
所
の
論
理
の
基
本
構
造
」
と
し
て
図
式
化
す
る
。
要
す
る
に
、
｜
般
的
な
「
形
式
論
理
的
包
摂
関
係
」
〈
Ｓ
Ｉ
Ｐ
〉
は
、
「
場
所
的

限
定
関
係
」
〈
Ｓ
Ｉ
Ｐ
〉
に
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
上
山
図
式
に
は
基
本
的
に
は
改
良
の
余
地
は
な
い
が
、
こ
の
図
の
「
個
物
Ｓ
」
と
「
無
の
場
所
Ｐ
」
に
挟
ま
れ
て
い
る
Ｓ
と

Ｐ
は
相
対
的
な
関
係
で
、
よ
り
詳
細
に
い
え
ば
、
ｓ
は
よ
り
上
の
（
特
殊
の
）
Ｓ
と
の
関
係
で
は
Ｐ
で
あ
る
し
、
Ｐ
は
よ
り
下
の
（
普

遍
の
）
Ｐ
か
ら
す
れ
ば
Ｓ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
と
Ｐ
は
「
於
て
あ
る
も
の
」
と
「
於
て
あ
る
場
所
」
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
が
、

上
位
に
向
か
え
ば
こ
の
「
於
て
あ
る
も
の
」
は
「
於
て
あ
る
場
所
」
に
変
じ
、
下
位
に
次
元
を
ず
ら
す
ご
と
に
「
於
て
あ
る
場
所
」
は

＊
 

「
於
て
あ
る
も
の
」
に
転
化
す
る
。
こ
手
」
で
は
こ
の
点
を
考
慮
し
、
こ
の
図
に
若
干
の
改
訂
を
施
し
て
「
場
所
の
構
造
」
（
【
図
１
】
）
と

以
上
、
冒
頭
に
披
瀝
し
た
西
田
哲
学
に
お
け
る
「
場
所
」
と
「
環
境
」
の
関
係
に
関
す
る
仮
説
に
つ
い
て
、
直
接
著
作
に
当
た
っ
て

検
証
し
て
き
た
。
で
は
、
こ
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
た
仮
説
は
一
般
に
ど
う
解
釈
さ
れ
る
か
、
そ
れ
を
こ
こ
に
吟
味
し
、
一
つ
の
試
論
と

し
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

＊
形
式
論
理
の
包
摂
判
断
「
Ｓ
は
Ｐ
で
あ
る
」
は
、
｜
般
に
普
遍
と
特
殊
が
含
む
．
含
ま
れ
る
と
い
う
集
合
関
係
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

そ
れ
を
「
於
て
あ
る
も
の
」
と
「
於
て
あ
る
場
所
」
の
関
係
と
見
た
の
が
西
田
の
「
場
所
論
」
の
独
創
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
「
有
る

の
も
の
は
何
か
に
於
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
全
集
４
、
二
○
八
、
二
一
一
五
頁
）
、
一
一
一
一
口
い
か
え
れ
ば
、
「
Ｓ
は
Ｐ
に
於
て
あ
」
り
、
結
局
「
有
は
無

に
於
て
あ
る
」
（
全
集
４
、
一
一
六
七
頁
）
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
献
（
２
）
が
簡
潔
に
論
じ
て
い
る
｛
一
二
三
二
頁
以
下
）
。

４ 
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こ
の
図
で
、
３
は
「
主
語
的
雅
体
」
、
ａ
、
ａ
、
…
は
「
主
語
一
般
」
、
Ｂ
Ｈ
、
…
は
「
述
語
一
般
」
で
、
Ｈ
は
「
雅
本
述
譜
（
カ

テ
ゴ
リ
ー
）
」
、
Ｂ
は
「
述
語
面
が
無
限
大
に
な
る
場
所
」
（
全
集
、
一
一
八
八
頁
、
再
掲
）
、
す
な
わ
ち
「
絶
対
無
の
場
所
（
超
越
的
述
語

面
）
」
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
〈
ａ
は
隅
で
あ
る
〉
〈
Ｓ
は
庇
で
あ
る
〉
〈
団
、
…
は
Ｒ
で
あ
る
〉
〈
Ｒ
は
砂
で
あ
る
〉

と
い
う
判
断
の
包
摂
関
係
が
成
り
立
つ
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
「
～
で
あ
る
」
は
、
精
確
に
は
「
ｌ
に
於
て
あ
る
」
の
意
味
で
あ
る
。

先
に
検
討
し
た
「
場
所
」
の
三
位
相
の
議
論
を
踏
ま
え
て
い
え
ば
、
こ
の
「
場
所
」
は
「
有
の
場
所
」
の
相
を
と
れ
ば
「
環
境
」
と

な
る
。
こ
の
「
環
境
」
は
、
さ
ら
に
具
体
的
に
人
間
の
生
活
の
場
と
し
て
、
空
間
的
に
は
「
人
間
の
世
界
」
、
そ
し
て
時
間
的
に
は

「
歴
史
的
世
界
」
と
い
う
位
相
を
と
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
点
を
碁
慮
し
て
「
環
境
」
の
榊
造
を
図
式
化
（
［
図
２
］
）
し
て

み
よ
う
。

Ｓ Ｓ 

ハ
/Ｓ 

/Ｓ 

Ｌ
Ｌ
 

’Ｊ’’０’’４’’，，’‐紗００００
つ
少

①
 

少
も
⑤
 

■
 

Ｄ
Ｊ
け

……~….…－.…~ﾍ（ Ｐか
' 

｡●■￣●巴￣凸Ｃ■●＝●■ロロ■￣■￣￣■￣￣￣●■●Ｐ●●つけ
ＯｉｍＵ△吊汎Ｑ００ｂＬ０

ａ
 

０
６
０
０
、

け

／ 

【
/、

／ 

卍

｢賜所｣の棡造｢畷境｣の構造

【図1】図２
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こ
こ
で
、
ａ
は
「
生
物
的
個
体
」
、
〈
臼
／
ａ
〉
〈
Ｈ
／
ａ
〉
…
は
、
そ
れ
ぞ
れ
た
と
え
ば
「
人
間
」
「
動
物
」
「
生
命
」
…
で
、
Ｈ
は

＊
 

「
最
普
遍
者
Ⅱ
基
本
述
語
」
、
凪
は
「
環
境
」
、
隆
は
「
場
所
」
で
あ
る
。

＊
な
お
、
こ
の
図
の
「
環
境
」
臼
は
「
有
の
場
所
」
、
「
場
所
」
圧
は
「
絶
対
的
無
の
場
所
」
で
あ
る
が
、
「
場
所
」
の
一
一
一
位
相
の
議
論
か
ら
い
え

ば
、
両
者
の
中
間
に
は
い
わ
ば
「
相
対
的
無
の
場
所
」
と
し
て
の
「
対
立
的
無
の
場
所
」
が
位
置
し
て
、
そ
の
媒
介
の
機
能
を
果
た
す
は
ず
で

こ
の
図
の
乱
は
「
主
体
」
、
ａ
、
ａ
、
…
は
「
働
く
も
の
（
有
る
も
の
）
」
で
特
殊
（
種
）
、
臼
、
Ｈ
、
…
は
「
働
く
も
の
〈
有
る
も

の
）
」
で
普
遍
（
類
）
で
、
Ｈ
は
「
最
普
遍
者
（
最
高
類
概
念
こ
、
Ｈ
は
「
環
境
（
有
の
場
所
）
」
を
意
味
す
る
。
ｓ
、
Ｐ
は
西
田
の
術

語
で
い
え
ば
「
働
く
も
の
」
は
す
な
わ
ち
有
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
有
る
も
の
と
有
る
も
の
と
の
特
殊
・
普
遍
関
係
を
成
立
さ
せ
る

場
所
が
「
有
の
場
所
」
と
し
て
の
「
環
境
」
で
あ
る
。
こ
の
図
の
跣
の
「
主
体
」
を
た
と
え
ば
「
私
」
と
し
、
〈
Ｂ
／
ｇ
〈
Ｈ
／
ａ
〉

…
に
そ
れ
ぞ
れ
「
家
庭
」
「
社
会
」
「
世
界
」
を
当
て
は
め
て
み
れ
ば
、
主
体
「
私
」
劃
は
、
「
人
間
の
世
界
」
で
は
こ
う
し
た
階
層
秩

序
の
中
に
お
さ
ま
り
、
結
局
は
そ
れ
ら
す
べ
て
の
「
於
て
あ
る
も
の
」
が
、
「
於
て
あ
る
場
所
」
と
し
て
の
「
興
境
」
臼
に
「
於
て
あ

こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
た
「
環
境
」
世
界
は
、
本
論
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
場
所
」
が
変
成
発
展
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
な

ら
、
そ
れ
は
さ
ら
に
そ
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
「
場
所
」
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
図
式
化
し
て
、

「
場
所
１
環
境
」
の
総
合
構
造
（
［
図
３
］
）
と
す
る
。

る
」
こ
と
に
な
る
。
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2６ 
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
「
場
所
」
と
「
環
境
」
の
関
係
が
主
題
で
あ
る
た
め
、
こ
の
図
で
は
そ
の
点
を
省
略
し
、
「
対
立
的
無
の
場
所
」
と

「
絶
対
的
無
の
場
所
」
が
広
義
の
「
場
所
」
Ｂ
を
構
成
し
、
両
者
が
こ
の
「
場
所
」
の
階
層
構
造
を
な
す
も
の
と
み
な
し
た
。

こ
の
総
合
構
造
は
、
図
式
か
ら
み
れ
ば
、
要
す
る
に
「
場
所
」
の
構
造
宍
図
１
】
）
、
と
「
環
境
」
の
構
造
（
【
図
２
］
）
を
重
ね
合
わ

せ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
透
視
図
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
場
所
」
と
「
環
境
」
と
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
「
場
所
」
の
究
極
あ
る
い
は
本
質
が
人
間
の
知
が
成
立
す
る
「
無
の
場
所
」
で
あ
る
な
ら
、
「
環
境
」
は
、
人
間
が
身
体
と

し
て
存
立
す
る
い
わ
ば
「
有
の
場
所
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
透
視
図
に
よ
っ
て
そ
の
関
係

の
眺
望
に
焦
点
が
定
ま
っ
て
く
る
。
人
間
は
行
為
的
主
体
と
し
て
は
精
神
フ
エ
シ
ス
）
で
あ
り
、
そ
の
在
処
が
「
場
所
」
と
し
て
解

明
さ
れ
た
。
他
方
、
人
間
は
客
体
的
存
在
あ
る
い
は
生
物
的
個
体
と
し
て
は
身
体
フ
エ
マ
）
で
あ
り
、
そ
の
在
処
が
「
環
境
」
と
し

て
探
究
さ
れ
た
。
一
」
の
人
間
の
精
神
と
身
体
と
を
結
び
つ
け
る
媒
体
と
し
て
は
た
ら
く
究
極
の
機
能
が
高
次
の
「
場
所
」
す
な
わ
ち

「
絶
対
無
の
場
所
」
と
し
て
措
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

西
田
の
「
ノ
エ
シ
ス
・
ノ
エ
マ
」
論
に
よ
る
人
間
の
精
神
／
身
体
二
元
論
の
克
服
の
試
み
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
し
た
（
本
稿
２

節
）
が
、
こ
の
よ
う
に
図
式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
議
論
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
究
極
の
「
場
所
」
に
お

い
て
「
主
客
合
一
」
が
成
立
し
、
「
自
己
が
自
己
に
於
て
自
己
を
見
る
」
（
全
集
６
、
一
一
八
九
頁
、
全
集
７
、
八
八
頁
、
再
掲
、
等
）
機
能
が

作
用
す
る
な
ら
、
そ
こ
に
は
〈
自
己
言
及
性
〉
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
な
ら
、
結
局
、
「
絶
対
無
の

場
所
」
こ
そ
〈
自
己
言
及
性
〉
を
機
能
さ
せ
る
場
で
あ
る
こ
と
に
な
る
（
文
献
（
１
）
、
「
第
三
章
西
田
哲
学
に
お
け
る
〈
自
己
言
及
性
〉
の

構
造
」
）
。
極
端
に
い
え
ば
、
西
田
の
言
説
は
す
べ
て
そ
こ
に
収
散
し
て
い
く
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
文
献

（
１
）
竹
内
昭
「
〈
自
己
言
及
性
〉
の
哲
学
」
二
○
○
二
年
、
梓
出
版
社

（
２
）
上
田
閑
照
「
西
田
幾
多
鄭
を
読
む
」
岩
波
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
ス
鍋
、

（
３
）
木
田
元
・
野
家
啓
一
・
村
田
純
一
・
鷲
田
清
一
編
「
現
象
学
事
典
」

一
九
九
一
年
、
岩
波
書
店

一
九
九
四
年
、
弘
文
堂
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2７ 

（
６
）
 

（
７
）
 

（
８
）
 

（
９
）
 

（
、
）

（
４
）
 

（
５
）
 

小
坂
凶
継
「
西
田
哲
学
の
鮒
究
ｌ
場
所
の
論
畷
の
生
成
と
構
逓
１
二
九
九
扉
．
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
譜
儒

同
「
西
側
幾
多
郎
の
思
想
Ｉ
一
十
一
雌
紀
を
ど
う
生
き
る
か
上
卜
」
卿
Ⅱ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
を
よ
む
一
テ
キ
ス
ー
ｊ
－
８
Ｃ
／
○
一
姫

日
本
放
送
出
版
協
会

茅
蝉
良
男
・
大
橋
良
介
編
「
鱗
旧
哲
学
ｌ
獅
欝
料
と
研
究
へ
の
手
引
き
ｌ
」
一
九
八
七
埖
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
趣
蠕

中
村
雄
二
郎
「
西
田
幾
多
郎
」
卯
世
紀
思
想
家
文
庫
８
、
一
九
八
二
一
年
／
「
西
田
幾
多
郎
Ｉ
」
岩
波
現
代
文
庫
、
二
○
，
一
年
、
岩
波
書
店

同
「
場
所
（
ト
ポ
こ
」
弘
文
堂
思
想
選
書
、
一
九
八
九
年
、
弘
文
堂

上
山
春
平
「
絶
対
無
の
探
究
」
「
西
田
幾
多
郎
」
日
本
の
名
著
灯
、
一
九
七
Ｃ
／
一
九
七
二
年
、
中
央
公
論
社

大
橋
良
介
「
西
川
哲
学
の
世
界
ｌ
あ
る
い
は
哲
学
の
転
回
」
几
九
五
年
、
筑
摩
書
房

（
二
○
○
二
年
八
月
下
旬
柵
筆
）

（
哲
学
・
第
一
教
養
部
教
授
）
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